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鉄道総研ニュース

平成24年9月26日～28日の3日間に渡り，フランス
国鉄（以下，SNCF）を迎え，「日仏鉄道共同研究セミナー」
を開催しました。

鉄道総研とSNCFは，平成7年に共同研究等に関する
協定を結び，各種技術分野における共同研究を進めていま
す。今回のセミナーは，SNCFより代表団長のエマニュ
エル・マニエ技術局長をはじめとする合計7名をお迎えし，
継続中の共同研究テーマの成果の確認と，次期共同研究・
情報交換の計画策定を目的として開催されました。
初日の9月26日は，鉄道総研国立研究所において，オー
プニングおよびテーマ会議を行いました。開会にあたり
鉄道総研理事長垂水尚志が歓迎の挨拶を行い，引き続き
SNCFマニエ技術局長よりご挨拶をいただきました。その
後，共同研究個別テーマ会議を行い，双方の担当者が成果
や今後の進め方について意見交換を行いました。
2日目となる9月27日午前は，日仏会館ホール（東京
都渋谷区恵比寿）において，共同研究報告会を行いました。

トピックス 「日仏鉄道共同研究セミナー」を開催しました

議事録に署名したのち握手を交わすSNCFマニエ技術局長と鉄道総研理事 高井秀之

共同研究報告会では，継続中の共同研究テーマ3件（高速
鉄道架線の検査と予防保全，立位客の乗り心地，ワイヤレ
スセンサーネットワークの鉄道への応用）について各テー
マの担当研究者からの報告と，研究開発マネージメントに
関する情報交換を行ったのち，次期共同研究・情報交換の
計画発表を行いました。
最終日である9月28日には，テクニカルビジットとし

て，SNCF側参加者に鉄道総研国立研究所の実験設備を見
学していただきました。

今回のセミナーでは，鉄道総研とSNCFがより密接な
意思疎通をもって共同研究を促進すること，次回の共同研
究セミナーは平成26年にフランスで行うことなどについ
て合意し，議事録への署名を行いました。
なお，9月27日午後には，日仏会館ホールにおいて日

仏工業技術会，鉄道総研ほかが主催する「日仏鉄道技術シ
ンポジウム」が開催されました。


